
１．概況

２．受　注 ･ 出　荷　実　績
（金額単位：百万円)

月･期別 １２月 前年同月 ４月～１２月 前年同期 １月～１２月 前年同期

機　種　別 比増減率(%) 累　　計 比増減率(%) 累　　計 比増減率(%)

153,321 6.2 1,003,215 -3.5 1,421,680 -3.4

99,202 13.9 689,541 3.8 953,500 4.5

28,445 -5.0 218,628 -7.6 315,253 -5.3

70,757 23.7 470,913 10.2 638,247 10.2

51,163 -6.3 288,955 -18.0 435,610 -17.8

10,179 -8.3 91,276 -11.3 136,160 -14.8

37,099 -3.6 168,633 -23.2 260,690 -20.8

(ルーター・ＬＡＮスイッチ等） 3,885 -22.1 29,046 -3.4 38,760 -4.8

2,956 13.2 24,719 9.3 32,570 7.0

（注）１．ＣＩＡＪ自主統計に基づく

　　【２０１７年１２月】

移 動 体 端 末 機 器

ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

有 線 ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

　当月の通信機器[国内]の受注･出荷は1,533億円となり前年同月比6.2％増と増加した。
　有線端末機器は、事業所用コードレスホン(同比0.6％増)とインターホン(同比0.8％減)
が同比でほぼ横ばいであったが、電話機(同比20.8％減)、ボタン電話装置(同比5.4％減)、
ファクシミリ(同比4.0％減)が同比を下回り、全体では284億円(同比5.0％減)と減少した。
　移動体端末機器は、スマートフォンの冬春商戦モデルが堅調なことから、全体では708億
円(同比23.7％増)と増加した。
　有線ネットワーク関連機器は、構内用電子交換機(同比12.0％増)、変復調装置(同比
33.1％増)、PON･MC(同比3.6％増)、その他の伝送装置(同比24.1％増)が同比を上回った
が、局用電子交換機(同比35.1％減)、デジタル伝送装置(同比20.4％減)が同比を下回り、
全体では102億円(同比8.3％減)と減少した。
　無線ネットワーク関連機器は、固定通信装置(同比87.7％増)と同比を上回ったが、基地
局通信装置(同比68.6％減)が同比を下回り、全体では371億円(同比3.6％減)と減少した。
　その他ネットワーク関連機器は、その他(同比138.9％増)が同比を上回ったが、ルーター
(同比45.6％減)、LANスイッチ(同比16.1％減)が同比を下回り、全体では39億円(同比
22.1％減)と減少した。
通信機器用部品は、30億円(同比13.2％増)となり、同比で4か月振りに増加した。
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３．受　注 ･ 出　荷　推　移

無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

そ の 他 ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

通 信 機 器 用 部 品


